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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 

本研究では，世界で 億 ドルの農作物の被害を出している有害線虫を，我々の開発した化学農薬に依
らないバチルス属細菌（近縁な系統を含む，以下 目細菌）・線虫捕食性有用線虫優占化土壌改良材を
開発することにより防除することとし，「何故， 目細菌・有用線虫が優占化することにより有害線虫
から防除できるのか？」という問い（仮説）についてその防除機構を学術的に解明することを目的とした。
土壌改良資材は，し尿汚泥（乾燥重量で ），ため池脱水土（ ），杉破砕バーク（ ）を用い，自活

性線虫が死滅しない ℃以下で発酵させることで，自活性線虫を 頭 ， 目細菌が
以上となるように調製した。作製した土壌改良資材の 遺伝解析を行った結果， 目細

菌が全体の と最も優占し，その他放線菌を含む 目細菌も 検出された。土壌改良資材
から抽出した を鋳型として， が生産する抗生物質イチュリン，サーファクチン産生関連遺伝子の
検出を 増幅により行った。結果，土壌改良資材中にイチュリン，サーファクチンを生産可能な微生物が存
在することが示唆された。 が生産するイチュリン ，サーファクチンを用いて，レンコンの植物寄生
性線虫である を対象に走化性試験を実施した。結果，イチュリン （ ），サーフ
ァクチン（ ）の条件において，殺線虫剤ホスチアゼート（ ）よりも高い制運動性効果が確認さ
れ， 属細菌が生産する抗生物質が植物寄生性線虫に対して制線虫効果を持つことが実証された。 
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